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校長  渡邉  幸二  

最近、さまざまな仕事が錯綜して忙しくしていたら、先日船

山和彦校長から、久しぶりに宿題の課題図書を与えられました

(受身ではダメですね！)。さっそく購入して読んでみました。 

課題図書は右の本なのですが、要するに新学習指導要領がめ

ざす学力とはどういう学力なのか、そしてそれに向けて教育界

がどう動いているのか(今回の成否のポイントは大学入試改

革)、そのためにはどんな授業を進めればいいのかということ

を述べているようでした。 

新学習指導要領のめざす学力 

ではまず、新学習指導要領がめざす学力とはどんな力だった

か確認しますと、右の図のようになります。そして、重要な考

え方として、これまでのように内容重視(コンテンツ･ベース)

ではなく、資質･能力重視(コンピテンシー･ベース)というこ

とです。もちろんコンテンツ不要というのではありません。ど

ちらかというとＩＮＰＵＴ一辺倒だった一斉授業の形態を改め、

もっとＯＵＴＰＵＴすること、特に、主体的協働的で多様な学び

(アクティブ･ラーニング)となるように授業を改善していく

ことが求められています。 

さて、そういうことを押さえて、以下の３つの問題を、学力の３要素のどのレベル

の問題なのかを考えてみてください。(出題は上掲著) 

Ａ 

この人物の名前を答え

なさい。 

Ｂ 

ザビエルが日本に来た

目的は何ですか。５０字以

内で書きなさい。 

Ｃ 

もしあなたが、ザビエル

のように知らない土地に

行って、その土地の人々に

何かを広めようとする場

合、どのようなことをしま

すか。６００字以内で答え

なさい。 

だいたい想像つきますね。 

Ａは｢知識･理解｣を問う問題で、いわゆる｢丸暗記｣でできる学力で、コンテンツと呼

ばれる部類のものです。もちろんこういう知識はこれからも必要で、それらが考える

材料となることは間違いありません。そしてＢは｢論理的思考｣の部類に入る問題です。

これまでもこういう問題は数多く出されてきました。一方Ｃは、答えのない課題であ

り、｢創造的思考｣に分類される問題です。学校では、こういう問題をあまりしてこな

かったし、大学入試でも取り上げられてこなかった部分だと思われます。しかし、こ

れからの時代は、こういう思考ができる人材が望まれるし、そういう思考ができなけ 
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れば、ＡＩに使われる存在となる可能性も高いのです。 

著者によると、Ａ～Ｃレベルと、その深度により、下記の

ような９つのカテゴリーで問題を分析･作成しているという

ことでした。

 

 

 

 

 

 

われわれが日々悩んでいる｢ジャンプの

課題｣は、おそらくＢ～Ｃ軸コードの問題な

のかもしれません。ちなみに、先ほどのザビ

エル問題も、右のように著者は示していま

した。 

この本を紹介してくださった船山校長

は、メールでこう語っています。 

 

 

 

 

 

 

 

有難い言葉です。 

この情報がわかったことですぐに｢ジャ

ンプの課題｣がひらめくわけではありませ

んが、われわれ浜田小学校の教師は、少し

先の未来を見つめ、その時に活き活きと生

き抜いているレンガ職人のような、そんな

Ｃ軸思考の人間を育てて行きたいと思い

ます。 

 

 

 

 
 

ちょっと前まではＡ－３レベルの問題が良問とさ

れていたように思います。 

浜田小の先生方は当たり前のようにＢレベルの

課題を考えているのではないでしょうか。そして鍛

えられている６年生は、自分たちでＣレベルの思考

に向かっている。そんな感じがします。 

 


